
一
向
に
衰
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

文
化
祭
の
会
場
設
営
や
運
営
に
携
わ

る
人
々
、
出
演
者
や
ご
来
場
の
皆
様

の
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、

令
和

年
度
の
文
化
祭
を
中
止
す
る

4

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
公
民
館
長
会
議
に
お
い
て
も
、

開
催
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
が
、
市
内
の
感
染
状
況
か
ら

し
て
開
催
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
ご

意
見
で
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
今
年
は
開
催

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
あ
ら
か
じ

め
出
展
に
向
け
て
ご
準
備
さ
れ
て
い

た
皆
様
、
ご
出
演
を
考
え
て
日
々
稽

古
に
打
ち
込
ん
で
い
る
皆
様
、
文
化

祭
に
足
を
運
ん
で
交
流
や
鑑
賞
し
よ

う
と
思
っ
て
お
ら
れ
た
皆
様
に
は
、

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
ご
容

赦
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
、
ま

た
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★
コ
ロ
ナ
「
持
続
感
染
」

に
注
意

全
国
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株

BA
.5

」
。

心
配
さ
れ
る
の
は
感
染

だ
け
で
な
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
症

状
が
残
る

「
コ
ロ
ナ
後
遺
症
」
で

あ
る
。
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
後
遺
症
の

★
末
崎
地
区
公
民
館
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

町
民
の
健
康
増
進
と
親
睦
と
融

和
を
図
る
交
流
の
場
づ
く
り
を
目

的
に
開
催

日

時

月

日
（
日
）

9

25
午
前

時

分
～

8

30

※
雨
天
の
場
合
は
後
日

会

場

小
細
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格

末
崎
町
民
（
誰
で
も
可
）

参
加
料

無
料

参
加
申
込

当
日
受
付
に
て
申
込

※
事
前
申
込
は
末
崎
地
区
公
民
館

（

ー

）

29

2
9
5
5

又
は
、
新
沼
ま
で

（

ー

）

29

3
9
1
7

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞

★
地
縁
団
体
末
崎
公
益
会
役
員
が
決

定
致
し
ま
し
た
。

規
約
第
９
条
の
規
定
に
よ
り
次
の

通
り
役
員
（
理
事
・
監
事
）
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

理
事

船
河
原

村
上
正
吉

峰
岸

滝
田
享
二

細
浦

新
沼
眞
作

神
坂

佐
々
木
元
夫

中
野

高
橋
隆
哉

小
細
浦

菅
原
健
吾

平

菅
原
均

平
南

熊
谷
信
弘

小
田

大
友
富
好

梅
神

細
川
廣
行

小
河
原

尾
形
眞
二

門
之
浜

小
松
進

中
井

鎌
田
征
喜

西
舘

及
川
政
行

山
根

菅
野
一

三
十
刈

菅
野
敏
博

碁
石

大
和
田
初
男

監
事

大
和
田
東
江

武
田
勘
治

ま
た
、
令
和
４
年
７
月

日
（
木
）

14

に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
互
選
会
議

に
お
い
て
次
の
方
々
が

再
任
さ
れ

ま
し
た
。

理
事
長

新
沼
眞
作

副
理
事
長

及
川
政
行

書
記

大
和
田
初
男

会
計

菅
野
一

＊
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

地
域
公
民
館
長
会
議
が

月
8

8

日
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
令
和

年
度
末
崎
町
敬
老

4

会
は
、
感
染
力
の
強
い
新
型
コ
ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

「
オ

ミ

ク

ロ

ン

株

BA
.5

」
が
猛
威
を
振
る
っ
て
こ
と

か
ら
、
開
催
は
控
え
る
べ
き
と
し

て
「
中
止
す
る
」
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

敬
老
会
は
、
ご
長
寿
の
皆
様
が

一
堂
に
会
す
る
場
で
あ
り
、
間
違

っ
て
も
感
染
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

と
し
、
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
中

止
は
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
た

次
第
で
す
。

た
だ
、

歳
以
上
の
ご
長
寿
の

75

皆
様
に
は
、

月

日
に
、
記
念

9

18

品
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ス
タ
オ

ル
と
菓
子
折
、
ご
長
寿
名
簿
の
3

点
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
長
寿
の
皆
様
は
じ
め
町
民
の
皆

様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
崎
地
区
公
民
館
は
、
市
内
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

 

3 なぜ獅子と狛犬が一対になり狛犬に角がつ
いたのか
ライオン像が西域から中国に伝わったのは殷の時代によ

うです。中国には神霊を邪悪から守護するという怪獣思想
があり、漢の時代にライオンと怪獣の中間の姿である「唐
獅子」となり、そして祖先を守護する霊獣として墓の前に
おかれるようになりました。
一方「狛犬」の誕生ですが、中国では、龍や麒麟のよう

に実在しない想像上の動物がたくさんあり、その中に獬豸
(かいち)という猛獣がいて、この獬豸は頭に一角を有し、
人が闘うところを見れば邪悪なほうに挑み、人の論争を聞
けば不正の方を噛み、正邪を分かつ獣であります。この考
えが狛犬に角をもたせることになったものと言われていま
す。
また日本の「延喜式」(えんぎしき)の中に兕(じ)という

想像上の動物があり、この兕を狛犬と考えていたとも言わ
れています。
この兕とは「形は牛のようで、色は青黒く、あるいは青

く、角が一本で、重さが 2000 ㎏」とあり、南方の犀を想像
させるような説明がされています。(原文は難解なので平易
な文章にしました)
このように当時の人々は、獅子には唐獅子の姿、狛犬に

は獬豸 (かいち)や兕(じ)の姿を重ねて考え、狛犬には獅子
と違った色で頭上には一角を有する姿で表現されるように
なりました。
官制時代の内務省は官国弊社の狛犬の製作基準は「獅子

は、開口にして金箔を押し、毛髪には緑青を塗り、金の毛
描を施し、狛犬は、閉口にして銀箔を押し、毛髪には群青
を塗り銀の毛描きを施す。何れも州浜型の台に据える」と
定めています。
このように、古い時代には獅子と狛犬の区別をはっきりと
分かれていましたが、時代が下がるにしたがって唐獅子の
一対、阿吽の一対、雌雄の一対などと変化したものと思わ
れます。(紀)

獅子舞・権現様・虎舞について

広
田
町

黒
崎
神
社
の

狛
犬

左
一
角

広
田
町

黒
崎
神
社
の

狛
犬

右
宝
珠

敬
老
会
は
中
止

は
、
片
づ
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ

を
、
考
え
る
と
、
安
易
に
感
染

し
て
は
な
ら
な
い
」

と

い
っ

て

い
る
。

こ

の

よ

う

に

、

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

に

つ

い

て
は

、

ま

だ

ま

だ

未

知
の

部

分

が

多

い
よ

う

だ

。

後

遺

症

に

な

っ
て

し

ま

う
と
大
変
で
あ
る
。

く

ど

い

よ

う

だ

が

、

か

か

ら

な

い

よ

う
に

す

る

に

は

、

や
は

り

マ

ス

ク

の

着

用

、

手
洗

い

と

消

毒

、

室
内

の

換

気

に

努

め
る

こ

と

。

そ

し

て

三

密

（
密

接

・

密

集

・

密
閉

）

に

な

ら

ぬ

よ
う

注

意

す

る

こ

と

で

あ

る
。

さ

ら

に
、「
君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
」

だ
。

★
落
語
寄
席

コ
ロ

ナ
禍
の
中

で
少
し
で
も

心

を

癒

し

て

い
た

だ

く

た

め
に

と

、

震

災

後

か

ら

末

崎

と
交

流

を

続

け

て
い

る

、

東

京

霞

が
関

の

高

度

映

像

情

報

セ
ン

タ

ー

が

無

料

の

落
語

配

信

を

し

ま

す
。

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

で
検

索

し

て

楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

日

時

月

日

時
か
ら

9

2

19

★

卓

球
台

と

用

具

一

式

の
寄

付

を
頂
き
ま
し
た

令

和

４

年

５

月

に

亡

く
な

ら

れ

た

故
村

上

喜

一

郎

氏

ご

家
族

か

ら

、

地

域

の

方
々

に

利

用

し

て
頂

き

た

い

と

末

崎

地

区
公

民

館

に

卓

球

台
と

用

具

一

式

を
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。

故

村

上
喜

一

郎

氏

は

平

成

27

年

か

ら

平

成

年
ま

で

２

年

間

28

末
崎

地

区

公

民

館

書

記

と
し

て

勤

め

て

頂

き
ま

し

た

。

末

崎
町

民

の

生

涯

学

習

事

業

に
大

切

に

使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

★
末
崎
町
民
運
動
会
中
止

例
年

月

に

開

催

さ

れ
て

お

10

り

ま

す

、
町

民

運

動

会

は

、
新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス
感

染

症

の

拡

大
を

受

け

、

ま

ん

延

防
止

や

安

全

確

保

の

観
点

か

ら

今

年
度

も

中

止

と

な

り

ま

し

た

の
で

お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

原
因
に
つ
い
て
、
豊
橋
技
術
科
学

大
学
と
岡
山
大
学
の
研
究
チ
ー
ム

が

新

た

な

研

究

結

果

を

発

表

し

た
。豊

橋
技
術
科
学
大
学
の
原
田
耕

治
准
教
授
は
後
遺
症
の
原
因
と
し

て
挙
げ
た
の
は
、
感
染
後
、
少
量

の
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
残
り
続
け

る
「
持
続
感
染
」
で
あ
る
。

そ

れ

は

、
「

体

の

中

で

ず

っ

と

感
染
が
続
い
て
、
炎
症
物
質
が
出

続
け
る
。
そ
れ
が
後
遺
症
と
い
う

症
状
と
し
て
現
れ
る
の
で
は
な
い

か
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

肝
臓
、
腸
、
腎
臓
、
心
臓
、
脳
な

ど
、
ほ
ぼ
全
身
の
細
胞
に
感
染
で

き
る
。
免
疫
が
一
生
懸
命
感
染
先

を
た
た
い
て
も
、
つ
ぎ
の
細
胞
に

広
が
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
感
染

が
終
わ
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
あ

る
。こ

の
研
究
の
結
果
か
ら
、
原
田

准
教
授
が
感
じ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
脅
威
と
は
、
「
か
か
っ

て
も
す
ぐ
治
る
か
ら
と
か
、
軽
症

で
済
む
よ
う
だ
か
ら
心
配
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
、
皆
さ
ん
が
考
え

る
が
、
か
か
っ
た
時
に
ウ
イ
ル
ス

が
体
の
中
に
い
つ
ま
で
も
残
っ
ち

ゃ
う
と
な
る
と
、
そ
れ
を
軽
症
で

町
民
文
化
祭

中
止
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